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▼
対
象
者
・
主
な
要
件

・�

令
和
元
年
12
月
１
日
以
前
に
創
業

し
て
い
る
。

・�

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
町
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
。

・�

事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

・�

６
～
８
月
ま
で
の
月
の
１
か
月
の

売
上
高
が
、
前
年
同
月
と
比
較
し

て
、
最
も
売
上
減
少
率
の
大
き
い

月
に
お
い
て
20
％
以
上
減
少
し
て

い
る
。

・�

６
～
８
月
の
売
上
の
合
計
が
前
年

同
月
と
比
較
し
て
20
万
円
以
上
減

少
し
て
い
る
。

・�

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第

１
項
ま
た
は
第
３
項
に
該
当
す
る
。

・�

町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

▼
給
付
額

①�

20
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合
　

20
万
円

②�
50
％
以
上
の
場
合
　
10
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書

②
誓
約
書

③
請
求
書

④�

６
～
８
月
及
び
前
年
同
月
の
売
上

が
確
認
で
き
る
書
類

⑤
直
近
の
確
定
申
告
書
の
写
し

⑥�

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類

▼
締
切
り

　�

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で

　（
消
印
有
効
）

※�

そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

本
支
援
制
度
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

既
に
３
～
５
月
の
売
上
で
申
請
し
、

給
付
金
を
受
け
取
っ
た
事
業
者
も

再
度
申
請
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

　
☎
（
61
）
５
７
１
９

小
規
模
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

（
第
２
期
）

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の

「
児
童
扶
養
手
当
」
の
受
給
条
件
が
見
直
さ
れ
ま
す

売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
を
対
象
に
事
業
の
継
続
を

支
援
す
る
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や
収
入
の

減
少
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、

臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

▼�

対
象
　
次
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

　
方

・�

収
入
が
減
少
し
た

・�

公
的
年
金
等
受
給
者

・�

家
計
が
急
変
し
た

※
収
入
（
所
得
）
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼�

締
切
り
　
令
和
３
年
１
月
29
日

（
金
）

　「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
令
和
３
年
３
月
分
か

ら
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

の
「
児
童
扶
養
手
当
」
の
算
出
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
は
、
障
害
年
金
が
児

童
扶
養
手
当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、

手
当
の
受
給
が
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
と
、
障
害

年
金
の
子
の
加
算
部
分
の
額
と
の
差

額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま

す
。

▼
手
続
き

　
既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

原
則
申
請
不
要
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
１
日

（
月
）
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
、
事
前

申
請
は
可
能
で
す
。

▼
支
給
開
始
月

　
令
和
３
年
３
月
分
か
ら

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
内
線
３
０
６

問
・
申

　�

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　�

☎
０
１
２
０
（
４
０
０
）
９
０
３

　
平
日
９
時
～
18
時

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
内
線
３
０
６

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
て
開
催
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
大
磯
町
賀
詞
交
換
会

　
町
条
例
表
彰
者
の
表
彰
式
の
み
の

開
催
と
し
、
被
表
彰
者
を
中
心
と
し

た
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
す
。

　
感
染
症
予
防
の
た
め
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き

　
１
月
４
日
（
月
）
10
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

消
防
出
初
式

　
参
加
者
を
限
定
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
の
方
の
見
学
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

　
１
月
10
日
（
日
）
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

イ
ベ
ン
ト
等
の
規
模
縮
小
の

お
知
ら
せ
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大
橋
ま
で
各
宿
場
町
を
案
内
し
ま
す
。
絵

や
写
真
も
豊
富
で
、
街
道
に
ま
つ
わ
る
出

来
事
も
ふ
ん
だ
ん
に
収
録
。
見
て
楽
し
い
、

読
ん
で
も
面
白
い
１
冊
で
す
。
大
磯
宿
が

ど
ん
な
風
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
、

自
分
で
た
し
か
め
て
み
て
ね
。

　「
冬
休
み
す
い
せ
ん
図
書
」
の
チ
ラ
シ

は
、
図
書
館
で
の
配
布
や
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
本
を

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

書
籍
消
毒
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
本
館
・
分
館
と
も

に
書
籍
消
毒
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
使
い

方
は
、
借
り
た
本
を

消
毒
機
の
中
に
あ
る
フ
ッ
ク
に
掛
け
、
開

始
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。
除
菌
・
消

臭
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ミ
ニ
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
！

　
第
19
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
で
出
品
し

な
か
っ
た
子
ど
も
向
け
の
本
を
提
供
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
　
12
月
４
日
（
金
）
か
ら

▼�

と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
１
階
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ
ー

▼�

内
容
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
、

除
籍
本
の
う
ち
、
子
ど
も
向
け
の
本

▼�

そ
の
他
　
本
を
持
ち
帰
る
袋
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

転
売
な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る
方
は
お

断
り
し
ま
す
。

冬
休
み
は
ど
っ
ぷ
り
読
書
！

す
い
せ
ん
図
書
リ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

　
冬
休
み
に
向
け
て
、
心
温
ま
る
す
い
せ

ん
図
書
リ
ス
ト
を
学
年
別
に
用
意
し
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
５・
６
年
生
向
き
の

１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
東
海
道
五
十
三
次
８
番
目
の
宿
場
町
と

い
え
ば
ど
こ
で
し
ょ
う
？
　
そ
う
、
大
磯

で
す
ね
。
こ
の
本
は
、東
海
道
の
出
発
点・

江
戸
日
本
橋
か
ら
終
着
点
の
京
都
・
三
条

時
代
の
お
墓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
ど
う
し
て
地
元
の
方
は
乗
物
穴
と
呼
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
も
う
想

像
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幌
が
着
い

た
馬
車
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

研
修
室
の
使
用
に
つ
い
て

　
郷
土
資
料
館
の
研
修
室
は
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
た
び
、
カ
ー
テ
ン
を
新
し

く
し
、
壁
紙
を
張
り
替
え
ま
し
た
。
絵
画

サ
ー
ク
ル
や
学
習
会
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※�

半
分
以
上
が
町
内
に
お
住
ま
い
の
町
内

団
体
は
、
１
時
間
５
１
０
円
で
す
。
詳

し
く
は
、
郷
土
資
料
館
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

乗
物
穴
に
つ
い
て

　
郷
土
資
料
館
で
復
刻
・
販
売
し
て
い
る

明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
発
行
の
『
神
奈

川
県
大
磯
明
細
全
図
』
に
は
、
右
側
上
部

に
「
乗
物
穴
」
と
い
う
表
記
と
と
も
に
、

半
円
形
状
に
口
を
開
い
た
穴
の
よ
う
な
も

の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
に
編
纂
さ
れ
た

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
や
明
治
40
年

（
１
９
０
７
）
に
発
行
さ
れ
た
『
大
磯
誌
』

に
は
、
そ
の
記
載
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
　

　
こ
の
「
乗
物
穴
」
の
位
置
は
、
神
奈
川

県
指
定
史
跡
で
あ
る
釜
口
古
墳
の
北
西
に

あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
神
奈
川
県
指
定

史
跡
で
あ
る
「
楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群
」
が

展
開
す
る
場
所
に
該
当
し
ま
す
。

　
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
地
理
学
の
創

始
者
で
も
あ
る
山
崎
直
方
（
な
お
ま
さ
）

が
来
磯
し
て
、
19
基
の
横
穴
墓
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
記
録
が
、『
東

京
人
類
学
会
雑
誌
』
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
み
る
と
、「
第

十
二
よ
り
十
七
に
到
（
マ
マ
）
る
の
六
穴

は
要
國
寺
山
に
あ
り
ま
し
て
土
俗
乗
物
穴

と
申
し
ま
す
之
は
其
形
が
似
て
居
る
よ
り

命
じ
た
る
名
に
て
格
別
他
に
出
處
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
乗
物
穴
と
は
、
楊
谷
寺

谷
戸
（
報
告
で
は
要
國
寺
）
に
あ
る
古
墳
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▲『大磯明細全図』の乗物穴

♯
い
そ
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の
一
冊

　『
ま
る
で
人
工
的
に
作
ら
れ
た
よ
う
な
極

彩
色
の
泉
』『
地
球
最
古
の
岩
盤
が
残
る

下
界
と
断
絶
さ
れ
た
大
陸
の
孤
島
』…
…
。�

世
界
に
は
様
々
な
秘
境
が
存
在
し
ま
す
。

さ
あ
、
本
書
を
読
ん
で
、
世
界
に
あ
る
幻

想
的
な
光
景
を
、
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

『世界の極上絶
景・秘境』
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